
松江工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 プログラミング4
科目基礎情報
科目番号 0023 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業・演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 情報工学科 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 [教科書] 定本Cプログラマのためのアルゴリズムとデータ構造，近藤嘉雪，ソフトバンク   また，教員が作成した資料を
必要に応じて配布して使用する．[参考書] 「やさしいC」，高橋麻奈著，ソフトバンク社

担当教員 李 セロン
到達目標
( 1 ) スタック，キュー，連結リスト，木などの基本的なデータ構造を説明できる
( 2 ) 基本的な整列アルゴリズムの原理と得失について説明することができる
( 3 ) 学んだアルゴリズムを，C言語により実現することができる
( 4 ) 与えられた課題に対して適切なアルゴリズムを選択することができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
スタック，キュー，連結リスト
，木などの基本的なデータ構造を
正しく説明できる

スタック，キュー，連結リスト
，木などの基本的なデータ構造を
説明できる

スタック，キュー，連結リスト
，木などの基本的なデータ構造を
説明できない

評価項目2
基本的な整列アルゴリズムの原理
と得失について正しく説明するこ
とができる

基本的な整列アルゴリズムの原理
と得失について説明することがで
きる

基本的な整列アルゴリズムの原理
と得失について説明することがで
きない

評価項目3 学んだアルゴリズムを，C言語によ
り正しく実現することができる

学んだアルゴリズムを，C言語によ
り実現することができる

学んだアルゴリズムを，C言語によ
り実現することができない

評価項目4
与えられた課題に対して適切なア
ルゴリズムを正しく選択すること
ができる

与えられた課題に対して適切なア
ルゴリズムを選択することができ
る

与えられた課題に対して適切なア
ルゴリズムを選択することができ
ない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 J2
教育方法等

概要
　本科目では，より高度なプログラミング手法を学ぶための準備として，基本的なアルゴリズムとデータ構造について
学ぶ．また，効率のよいアルゴリズムと，それに必要なデータ構造を実現するための技術を習得する．具体的には，ス
タック，キュー，リスト，木などのデータ構造と，各種の整列アルゴリズムの考え方を理解する．これらをC言語のプロ
グラミング演習を通して習得する．

授業の進め方・方法

到達目標 ( 1 ) ～ ( 4 )の達成度について，
定期試験　60 ％　（中間試験 30% 期末試験 30%）
演習課題　40 ％
の割合で評価を行なう．50点以上を合格とする．
課題は基本的には示された提出期限以内に提出すること．遅れた場合には減点となるものとする．
　原則として，再評価試験および追認試験は実施しない．

注意点

予習  ：事前に教科書の内容に目を通しておくこと．
講義中：予習で理解できなかったところを中心に講義内容を学習すること．また，疑問点が残らないよう，積極的に質
問すること．講義で学習したプログラムを，演習授業を含む期限内に作成し，動作確認を行なうこと．
復習　：作成したプログラムのアルゴリズムを理解するために，プログラムの動作を確認し，講義内容を復習すること
．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 講義ガイダンス、計算量
2週 スタックとキュー

3週 連結リスト( 1 )
連結リスト，単方向リスト

4週 連結リスト( 2 )
双方向リスト

5週 連結リスト( 3 )
多重リスト

6週 木構造( 1 )
木構造の概念と実現方法

7週 木構造( 2 )
木構造の応用

8週 中間試験
第1回～第7回の範囲

4thQ

9週 中間試験の解説を行なう．

10週 整列アルゴリズム( 1 )
バブルソートと選択ソート

11週 整列アルゴリズム( 2 )
クイックソート

12週 整列アルゴリズム( 3 )
マージソート

13週 整列アルゴリズム( 4 )
ヒープソート

14週 整列アルゴリズム( 5 )
シェルソート

15週 期末試験
第9回～第14回の範囲



16週 まとめ
期末試験の解説を行なう．

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 情報系分野 プログラミ

ング

代入や演算子の概念を理解し、式を記述できる。 3
プロシージャ(または、関数、サブルーチンなど)の概念を理解し
、これらを含むプログラムを記述できる。 3

与えられた問題に対して、それを解決するためのソースプログラ
ムを記述できる。 3

ソフトウェア生成に必要なツールを使い、ソースプログラムをロ
ードモジュールに変換して実行できる。 3

主要な言語処理プロセッサの種類と特徴を説明できる。 3
ソフトウェア開発に利用する標準的なツールの種類と機能を説明
できる。 3

プログラミング言語は計算モデルによって分類されることを説明
できる。 3

主要な計算モデルを説明できる。 3
要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考慮したプロ
グラムを設計できる。 3

要求仕様に従って、いずれかの手法により動作するプログラムを
設計することができる。 3

要求仕様に従って、いずれかの手法により動作するプログラムを
実装することができる。 3

要求仕様に従って、標準的な手法により実行効率を考慮したプロ
グラムを実装できる。 3

評価割合
中間試験 期末試験 課題 合計

総合評価割合 30 30 40 100
基礎的能力 15 15 20 50
専門的能力 15 15 20 50
分野横断的能力 0 0 0 0


